
1 多様化した生徒に応じ (1) 教育諸条件の改善を促進する。

た定通教育の改善と (2) 高校改革の進捗状況を適切に把握し、諸問題について調査・研究する。

充実を図る。 (3) 養護教諭・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー

の配置に努める。

(4) 特別支援教育の制度化などに対応し、適切な教育や必要な支援に努める。

2 勤労青少年の修学条件 (1) 修学奨励金・修学指導事業の確保に努める。

の改善を図り、就学を (2) 食育の推進及び夜食費補助金の確保に務める。

促進する。 (3) 勤労青少年福祉法の趣旨の周知徹底を図り、定通高校で学べる条件の

改善に努める。

(4) ハローワーク等との連携を深め、キャリア教育の推進に務める。

3 教職員の定数及び待遇 (1) 定通教育の改善・充実のため、必要とする教職員定数の改善に努める。

の改善 (2) ワークライフバランスを推進し、教職員の働き方改革に努める。

(3) 定通手当支給制度の維持と特別手当の完全併給を図る。

(4) 教職員の福利厚生の充実を図る。

4 組織及び事業の充実と (1) 主催及び後援団体として、事業の一層の充実を図る。

活性化を図る。 (2) 関係諸団体との協議会を通して、本協会の目的達成に努める。

(3) ＩＴ化を促進し、情報伝達の効率化・情報の共有化を図る。

＜主催及び後援団体事業＞

①　各種全国大会

　・全国高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会

　・全国高等学校定時制通信制体育大会

　　（バレーボール・自転車競技・陸上競技・卓球・柔道・剣道・軟式野球・ソフトテニス・

　　　バスケットボール・サッカー・バドミントン）

②　各種出版物の編集・発行

　・新聞「定通教育」

　・「全国定時制通信制高等学校基本調査」

　・「研究報告書」

　・「全国定通教頭・副校長協会情報」

　　1.　全国高等学校定時制通信制教頭・副校長協会総会の開催

　　2.　全国高等学校定時制通信制教育研究協議会の開催

　　3.　各支部大会・研究協議会の協議及び参加

　　4.　全国常任理事研究協議会の開催

　　5.　本部部長研究協議会、本部研究協議会の開催

　　6.　各種調査研究の実施

　　7.　関係諸団体との共催事業の推進

　　8.　関係諸団体との定通教育関係予算増額陳情活動の実施
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